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　平成 27 年度の一般会計決算を、平成 28

年９月定例議会に提出しました。

　一般会計の決算の規模は、歳入 182 億 910

万円、歳出 176 億 8,034 万円となっています。

歳入と歳出の差し引き額は、５億 2,876 万円

です。これには、翌年度に繰り越すべき財源

の１億 1,629 万円が含まれていますので、こ

れを除いた実質収支は、４億 1,247 万円とな

ります。

伊佐市の
財政状況
平成 27 年度決算 一般会計
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　　市    税
33億 1,000 万円　19％

  地方譲与税
１億8,000万円　１％

県支出金
17億 2,000 万円

　10％

国庫支出金
22億 6,000 万円

　12％

市    債
24億円　13％

地方交付税
63億 4,000 万円　35％

※金額及び比率は四捨五入し、わかり
　やすく表記してあります。

分担金及び負担金
1億 8,000 万円　１％

寄附金　   
6,000 万円　０％

諸収入
２億7,000 万円　２％

使用料及び手数料
2億 3,000 万円　１％

繰入金　
7,000 万円　０％

財産収入
6,000 万円　０％

繰越金　5億 6,000 万円　3％

自主財源
26％

依存財源
74％ ｛

　 交付金等
5億 7,000万円　３％

歳入

歳入　182 億 910 万円

用語の説明

自 主 財 源　地方公共団体が自主的に収入できる財源。
依 存 財 源　国や県から定められた額を交付される財源。
地方交付税　所得税や法人税などの国税の一部を、地方自治体間にある財源の不均
　　　　　　衡を調整し、国民が受ける基本的な行政サービスが住む場所によって
　　　　　　差のないようにするため、地方公共団体の財政状況に応じて交付され
　　　　　　るお金。国から地方への「仕送り」といわれている。
市 　 　 債　財源不足を補うため、国・県や民間の金融機関から借りるお金。
国庫・県支出金　市が行う特定の事務や事業に対して、必要な費用の財源として国・県
　　　　　　から交付されるお金。
実 質 収 支　単年度の収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まってい
　　　　　　る財源を差し引いたもの。

F i n a n c i a l 　 C o n d i t i o n s
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民生費

　　　　　      206,145 円

　　　
　　　　　　　衛生費

　　　　　　88,373 円
　　　　　   総務費

　　　　　　75,391 円

　　　
教育費

　　　　　　70,772 円

　　　
公債費

　　　　　　55,488 円

　　　
農林水産業費

　　　　　　52,989 円

　　　
　　　　　　　土木費

　
　　　　　　45,076 円

　　　
消防費

　　　　　　28,538 円

　　　
商工費

　　　　　　11,040 円

　　　
　　　　　　　議会費

　　　　　　     5,808 円

　　　
災害復旧費

　　　　　　     4,858 円
　 　　 　　   労働費

　　　　　　       1,758 円

民生費
56億 4,000 万円

　32％

総務費
20億 6,000 万円

　12％

労働費　5,000 万円　０％商工費　３億円　２％

災害復旧費　１億3,000 万円　１％議会費　１億6,000 万円　１％

農林水産業費
14億 5,000 万円

８％

土木費
12億 3,000 万円

７％

消防費
７億8,000 万円　４％

公債費
15億 2,000 万円

　８％

衛生費
24億 2,000 万円

　14％

義務的経費
43％

その他の
経費
36％

投資的経費
21％

教育費
19億 4,000 万円

11％
※金額及び比率は四捨五入し、わかり
　やすく表記してあります。

医療会計等への繰出金 　    20 億 8,000 万円 

物件費       17 億 2,000 万円

一部事務組合（未来館等）        10 億 7,000 万円

補助費等 　     ９億 7,000 万円

積立金 　　   　　　 ４億円

維持補修費 　     １億 2,000 万円

出資金・貸付金 　　　          5,000 万円

合　　計         64 億 1,000 万円

普通建設事業費 　    35 億    1,000 万円

災害復旧事業費 　   １億 9,000 万円

合　　計 　    　　　　 37 億 円

生活支援経費 　 37 億 6,000 万円

人件費 　 22 億 9,000 万円

借金返済 　 15 億 2,000 万円

合　計 　 75 億 7,000 万円

歳出

基準 Ｈ 28.03.31 時点の 27,359 人で算定市民一人あたり　 　　 　　　　　のサービス内訳（総額 : 646,236 円）

歳出　176 億 8,034 万円

義務的経費　市の借金や人件費・扶助費
　　　　　　（生活支援経費）など、支
　　　　　　出しなければならない経費。
投資的経費　道路建設などのように、社
　　　　　　会資本の形成に向けられる
　　　　　　経費。
公 債 費　これまで借り入れた市債な
　　　　　　どの返済に係る経費（借金
　　　　　　返済）。

用語の説明
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こども課子育て支援係　☎㉓１３１１

　保育園等での保育には、児童１人につき必要な費用（人件費、事業費、管理費等）が国の基準で定め
られています。この費用は、国・県・市・保育料（保護者負担金）により分担され、安心・安全な保育
を行うために活用されています。
　保育料は、保護者等扶養義務者に負担していただくもので、入園と同時に納付義務が生じます。その
額は児童のいる世帯にかかる税額によって決まり、一律ではありません。

◆保育園・認定こども園の運営財源内訳◆　～国基準額との比較（平成 27 年度決算）～

保育園・認定こども園を運営するために要した費用　11 億 7,000 万円

運営財源　  国・県・市…10 億 2,000 万円、保育料（保護者負担金）…1 億 5,000 万円

保護者の負担を軽減しています

伊佐市の保育料は、
保護者の負担軽減を目的と

して、国で定める保育料の基準
よりも低く設定しており、この減額

された部分は『子育て世帯への支援』
として、伊佐市の一般財源から追加
で負担しています。

　国の基準に比べ保護者負担金
が約１億円軽減されてい

　ます。　全ての児童が安心して保育を受けられるよう、
保育料は期限内に納付してください。
　保育料を滞納することは、滞納なく支払っている保護者や
入園できずに待機している人に対する公平性に欠け、安定し
た保育の運営を妨げる要因になります。
　支払いが困難な場合は、分割での納付も可能です。相談を
お受けしますので、こども課へご連絡ください。

問い合わせ先

保育に必要な費用
合計

国からの負担金 県からの負担金 伊佐市の負担金 保護者負担金

456,728 231,800 231,802 247,312 1,167,642

保育に必要な費用
合計

国からの負担金 県からの負担金 伊佐市 伊佐市
（追加） 保護者負担金

456,728 231,800 231,802 99,746 147,566 1,167,642

実質負担　331,548

■ 国基準の保育料に基づく負担内訳 単位：千円

単位：千円■ 伊佐市の保育料（低く設定した保育料）に基づく負担内訳

■ 保育に必要な費用の負担割合

39％

20％
20％

８％

13％
国

伊佐市

伊佐市（追加）

保護者負担

県

◆保育料について
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保育園・認定こども園・幼稚園の園児募集

○引き続き入園する児童　　在園中の保育園・認定こども園・幼稚園
○新規の児童　　　　　　　こども課（大口庁舎）、地域総務課・教育委員会学校教育課（菱刈庁舎）、
　　　　　　　　　　　　　大口子育て支援センター（ｅ ‐ Ga なんちゅう）、菱刈子育て支援
　　　　　　　　　　　　　センター（まごし館）
※申込書等は、市ホームページからダウンロードもできます。
※本城幼稚園の申込書は学校教育課（菱刈庁舎）で配布します。

…
………………

◆申込書の配布場所（事前に入手してください。）

園名 場所・時間

 全ての保育園
（市外の保育園を含む）

こども課
（大口庁舎）
9 時～ 19 時

□保育園を希望する人　

□認定こども園・幼稚園を希望する人

12 月 12 日（月）～ 22 日（木）

園名 場所・時間

認定こども園
大口幼稚園
９時～ 17 時大口幼稚園

幼稚園 学校教育課
（菱刈庁舎）

８時 30 分～ 17 時 15 分
伊佐市立

本城幼稚園

区分 園名 所在地 定員 電話番号

保育園

 大口保育園 大口 60 ㉒ 8125

 大口里保育園 大口 60 ㉒ 2327

 明徳寺保育所 大口 70 ㉒ 6195

 山野保育園 山野 40 ㉒ 1476

 羽月保育園 羽月 90 ㉒ 6388

 あゆみ保育園 大口 60 ㉒ 5473

 みどり保育園 大口 140 ㉒ 2611
 ひまわり保育園
 （みどり分園） 大口 40 ㉓ 5560

 紅洋保育園 曽木 45 ㉕ 2155

 慈光保育園 菱刈 50 ㉖ 2145

 湯之尾保育園 湯之尾 40 ㉖ 0640

 本城保育園 本城 50 ㉖ 4161

 田中保育所 田中 60 ㉖ 1016

認定
こども園  大口幼稚園 大口 20 ㉒ 0450

区分 園名 所在地 定員 電話番号

認定
こども園  大口幼稚園 大口 70 ㉒ 0450

幼稚園  伊佐市立
 本城幼稚園 本城 60 ㉖ 0185

入園資格　保育 0 ～ 5 歳
※保護者が次の理由で家庭で保育ができない児童が対象
　就労 、妊娠・出産 、疾病・障がい 、介護 、災害復旧、
　求職活動 、就学・職業訓練（ （

入園資格　教育 3 ～ 5 歳

◆受付場所

◆受付期間 ※土日を除く ◆伊佐市の保育園・認定こども園・幼稚園の一覧

詳しくは、ハローワーク大口へお問い合わせ、または、求人情報をご覧ください。
問い合わせ先
ハローワーク大口
　　　  ☎㉒ 8609

☆保育士・幼稚園教諭を募集

平成 29 年

４月入園
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水道管等の
凍結破損を

防ぐには　屋外でむき出しなっ
ている水道管や蛇口には、
布や市販されている保温材（ホーム
センター等で販売しています。）を
巻いて保温すると効果的です。

❶ 水道管を保温する

　就寝前に蛇口から水が糸を引く程度流してお
くと、水道管の中の水が動くことで凍りにくく
なります。流しておく水はバ
ケツ等に溜めて洗濯等に使用
すれば、水道料金も気になり
ません。

　止水栓（元栓）を閉めて、水道管内部にあ
る水を全部抜き、水道管を空にします。水道
管を空にしてしまえば、水はないので凍結
を防ぐことになります。（水抜きをする時は、
一番低い場所にある蛇口を開けましょう。）

　メーターボックス内に保温材（布切れや発
泡スチロール）を入
れることで外気の侵
入を防ぎ、メーター
や止水栓（元栓）の
凍結を防止すること
ができます。

凍結した
場合は

　「蛇口をひねらない」「熱湯を直接
かけない」のが原則です。破損の原
因にもなります。破損の危険を最小
限にするためにも自然に溶けるのを
待ちましょう。

※長期間、留守にするときは止水栓（元栓）を閉めておきましょう。

凍結で
水道管が破損
した場合は…

　止水栓（元栓）を閉めたのち、水道修理業者（指定店）
または水道修繕センターに修理を依頼してください。
　・大口地区水道修繕センター　☎㉓５３３３
　・菱刈地区水道修繕センター　☎㉖２８７０

★  屋外のむき出しになっている水道管

★  家の北側など、あまり日の当らない場所にある蛇口

★  普段あまり使わない蛇口や空き家の水道等

特に注意
が必要な

のは

　今年１月の大寒波では、凍結を原因とする漏水（水道管の
破損や温水器などの故障）が多数発生し、断水などによる水
不足が起こりました。
　気温が氷点下４℃以下になると水道管が凍結しやすくなり
ます。水道管が凍結すると、蛇口から水が出なくなるだけで
なく、水道管が破損することがあります。
　寒波の到来前にご家庭の水道管等を点検し、凍結破損
による漏水事故を予防しましょう。また、あらかじめ水道
メーターや止水栓（元栓）の位置を確認しておきましょう。

水道管の

！を冬じたく
凍結
対策

❷ 水抜きをする

❸ チョロチョロ流しっぱなし
❹ メーターボックス内
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　市では、明るく元気なまちづくりと健全な青少年育成のために
「伊佐さわやかあいさつ運動」を進めています。
　運動推進のための標語を募集したところ、小・中・高校生・一
般から 208 点の応募があり、次の作品が入選しました。

平
出
水
小
学
校
４
年　

鮫
島　

優
太

元
気
よ
く 

先
手
あ
い
さ
つ 

は
き
は
き
と

牛
尾
小
学
校
３
年　

飯
田
誠
一
朗

あ
い
さ
つ
が 

心
の
元
気
を 

よ
び
お
こ
す 

大
口
東
小
学
校
２
年　

島
田　

歩
夢

あ
い
さ
つ
で 

ひ
ろ
が
る
え
が
お 

う
れ
し
い
な

大
口
小
学
校
１
年　

堀
之
内
芽
衣

わ
た
し
か
ら 

げ
ん
き
な
「
お
は
よ
う
！
」
プ
レ
ゼ
ン
ト 

本
城
小
学
校
３
年　

犬
童　

琴
莉

大
口
中
央
中
学
校
２
年　

山
下　

花
菜

あ
り
が
と
う 

き
み
の
あ
い
さ
つ 

う
け
と
っ
た

不
思
議
だ
ね 

あ
い
さ
つ
す
る
と 

す
ぐ
笑
顔

針
持
小
学
校
３
年　

沖
田　

朝
陽

湯
之
尾
小
学
校
５
年　

上
月　

脩
生

一　

般　

岩
﨑　

美
紀

あ
い
さ
つ
を 

す
れ
ば
す
る
ほ
ど 

と
も
だ
ち
だ 

あ
い
さ
つ
が 

と
び
か
う
ぼ
く
ら
の 

通
学
路 

あ
か
る
い
声
で 
い
つ
も
の
朝
が 

さ
わ
や
か
笑
顔
に 

つ
つ
ま
れ
る 

曽
木
小
学
校
４
年　

三
宅　

知
宏

田
中
小
学
校
４
年　

水
元　

綺
凛

大
口
明
光
学
園
高
等
学
校
３
年　

下
口　

彩
音

は
ず
か
し
い 

で
も
相
手
の
顔
見
て 

笑
顔
で
あ
い
さ
つ

お
は
よ
う
と 

そ
の
ひ
と
こ
と
で 

元
気
で
る

「
お
は
よ
う
」
で 

今
日
も
良
い
日
に 

な
る
予
感

羽
月
小
学
校
３
年　

村
上　

白
心

菱
刈
小
学
校
２
年　

井
下　

彩
花

菱
刈
中
学
校
１
年　

原
口　

恭
一

あ
い
さ
つ
を 

言
え
た
わ
た
し
を 

す
き
に
な
る 

あ
い
さ
つ
で 

こ
こ
ろ
の
リ
ボ
ン 

む
す
ば
れ
る 

家
族
で
も 

目
と
目
を
合
わ
せ
て 

笑
顔
で
あ
い
さ
つ

大
口
明
光
学
園
中
学
校
１
年　

野
元　

美
海

南
永
小
学
校
４
年　

野
久
尾
譲
竜

山
野
小
学
校
６
年　

東　

珠
夢

羽
月
西
小
学
校
２
年　

小
迫　

愛
里

 「
あ
い
さ
つ
」
で 

笑
顔
の
種
を 

今
日
も
ま
く

げ
ん
き
よ
く 

さ
き
ど
り
あ
い
さ
つ 

い
い
き
も
ち

あ
い
さ
つ
は 

元
気
を
く
れ
る 

エ
ネ
ル
ギ
ー

「
お
は
よ
う
」
の
声
は 
心
の 

天
気
予
報

「伊佐さわやかあいさつ運動」標語平　成
28 年度

【
最
優
秀
賞
】

【
優
秀
賞
】

【
優
良
賞
】

【
優
良
賞
】
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行政からのお知らせ

伊
佐
市
職
員
採
用
試
験
（
追
加
募
集
）

第２回アイスワールド in 伊佐

場所　伊佐市文化会館前特設会場

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

一
般
行
政
Ⅱ
〈
保
健
師
〉　

若
干
名

※
専
門
的
な
技
術
ま
た
は
一
般
事
務
に

　

従
事

受
験
資
格　

次
の
要
件
を
満
た
す
人

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を
有
す
る

人
（
来
春
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む
。）

※
自
力
に
よ
り
通
勤
で
き
、
介
護
者
な

　

し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
人
、
か

　

つ
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
や
口

　

頭
に
よ
る
面
接
に
対
応
で
き
る
人

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人
、
地
方
公

　

務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条
項
）
に
該

　

当
す
る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

試
験
日
時　

平
成
29
年
１
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～

試
験
会
場　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

第
１
次
試
験　

保
健
師
に
関
す
る
専
門
試

　
　
　
　
　

験
及
び
作
文
試
験

第
２
次
試
験　

面
接
試
験

※
１
次
試
験
合
格
者
の
み

採　
　

用

　

最
終
合
格
者
は
、
採
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
し
、
平
成
29
年
４
月
以
降
、

必
要
に
応
じ
て
採
用
さ
れ
ま
す
。

受
験
手
続

　

総
務
課
に
備
え
付
け
の
受
験
申
込

書
兼
履
歴
書
（
上
半
身
写
真
貼
付
）

に
記
入
の
う
え
、
受
付
期
間
内
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
82
円
切
手
を
貼

　

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

12
月
20
日
（
火
）
～
平
成
29
年
１

月
13
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
、祝
日
及
び
12
月
29
日
（
木
）

　

～
１
月
３
日
（
火
）
は
除
く

※
郵
送
の
場
合
は
、１
月
13
日
（
金
）

　

必
着

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１

提出・問い合わせ先　伊佐の冬まつり実行委員会（伊佐市観光特産協会内）　☎㉘２６００
　　　　　　　　　　　０５０・３７３０・８７３１　　13ice.info@gmail.com

申込方法　伊佐ＰＲ課（大口ふれあいセン
　　　　　ター２階）にある申込書に記入
　　　　　のうえ、提出してください。

出 店 料　10,000 円
出店条件　伊佐市内の団体に限る。出店要領
　　　　　（伊佐ＰＲ課にあります。）を遵守
　　　　　すること。

募集団体　６団体
参 加 費　無料
参加条件　氷彫刻の制作・撤収作業
　　　　　に人員を出せること。

氷彫刻団体と出店者募集 申込期限　12 月 22 日（木）

日時　平成 29 年１月 28 日　 19 時～ 29 日　 12 時
　　　　    ※天候の状況により早期終了あり。雨天中止。

土 日

氷彫刻団体 出店者
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ま ち
の 話 題

ISA City Topics

ま ち
の 話 題

　

おめでとうございます

尾上芳子さん（水ノ手）

　長年の食生活改善事業の普及・向上に対し
表彰を受けられました。
　尾上さんは「市民の健康づくりのお手伝い
を微力ながら頑張りたい」と語られました。

　10 月 23 日、びわこボートレース場で開
催されたスモールドラゴンボート（12 人艇）
の全国大会で３位に輝きました。

選手権オープンの部３位　伊佐龍舟

大口明光学園中学校・高等学校

　交通安全キャンペーンへの参加やイベント
での手作りクッキー配付などの活動に対し感
謝状が送られました。

「栄養関係功労者厚生労働大臣表彰」

「伊佐地区安全運転管理協議会及び
伊佐警察署からの感謝状」

「第４回スモールドラゴンボート
日本選手権大会３位」

　

ロードミラー 100 本を綺麗に

　11 月６日、針持駐在所連絡協議会と西
太良地区防犯パトロール隊の 18 人が、曽
木・針持校区のロードミラーなどの清掃を
しました。地域の事故防止に役立てたいと
清掃したロードミラーは 100 本以上にも
なりました。ありがとうございます。
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ISA City Topics
　

英語で話そう

　10 月 17 日、牛尾小学校５・６年生が英
語公開授業を受けました。体育館に設置され
た特設教室で、姶良・伊佐地区をはじめとす
る県内約 50 人の小・中学校教諭に囲まれて
の授業でした。
　児童たちは「Where do you want to go?（ど
こに行きたい？）」の質問から始まる会話に
英語で挑戦しました。多くの見学者に囲まれ
緊張した様子でしたが、ジェスチャーやゲー
ムを取り入れた内容で英会話を楽しんでいま
した。

　

　

　

大規模災害時の応援協定

水曜日の憩いの場

南三陸町長　来市

　市は、鹿児島県行政書士会と「大規模災害
時等における相談業務等の応援に関する協
定」を 10 月 24 日に締結しました。
　これは、大規模災害の発生時に県行政書士
会の会員が、市民からの住家被害などの相談
に応じたり、さまざまな手続きの申請書類の
作成や代理を行い、迅速な生活再建に協力す
るものです。
　鎌田敬会長は「熊本地震の支援では整理の
つかない状況を見てきた。交流を深めて様々
な支援ができれば」と述べられました。

　10 月 26 日、大口上町に「シルバーふれ
あいサロン」がオープンしました。これは伊
佐市シルバー人材センターが運営するもので、
高齢者をはじめ、さまざまな人が利用できる
地域に密着した “憩いの場” として誕生しま
した。
　お茶やコーヒー、お菓子などのメニューの
ほか、脳トレ体験もできます。営業日は毎週
水曜日です。

　10 月 26 日、今年も宮城県南三陸町の佐
藤仁町長（写真左）が市長を訪問しました。
東日本大震災の復興支援をきっかけに、南三
陸町には今も職員派遣や市民による支援が続
いています。　
　佐藤町長は、「宅地整備や住宅再建は目処
がついた。これからまだ産業の再生をして
いかなければ。」と復興の様子を伝えました。
今も全国からの 107 人の派遣職員が南三陸
町役場で復興に携わっており、今後も変わら
ぬ支援を要望されました。
　また、この一年間に市内の６団体から寄せ
られた南三陸町への義援金を市長から手渡さ
れました。
　伊佐市からの派遣職員による連載記事「南
三陸だより」（14 ページ）もご覧ください。
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日本文化を楽しんで

伊佐の魅力ＰＲします

　10 月 28 日、香港のホーリー・ファミリー・
カノシアン・スクールの小学６年生が修学旅
行の一環で、姉妹校である大口明光学園を訪
れました。
　香港の生徒たちは５つのグループに分かれ
て、おにぎり作り、茶道、書道、福笑いなど
の正月遊び、踊りを大口明光学園の生徒から
教わりながら体験しました。書道のグループ
では、色紙に自分の名前を平仮名で書き、折
り鶴を貼り付けた作品を作りました。
　英語やジェスチャーでコミュニケーション
を取りながら、日本文化を楽しむ交流ができ
たようでした。

　11 月２日、伊佐市ＰＲレディ・ボーイの
委嘱状交付式がありました。
　今年で２年目となる紫尾享平さんは「１年
目は手探りのところがあったので、よりレベ
ルアップしたＰＲができるよう頑張ります。」
と抱負を述べました。
　ＰＲレディ・ボーイは来年 10 月 31 日ま
での任期中、市内外のイベントに参加したり、
テレビ・新聞・ラジオ等でのＰＲを通して伊
佐の魅力を発信していきます。
＜写真左から＞
山田麻子さん（星空の里）
紫尾享平さん（伊佐市役所）
橋口愛さん（伊佐市役所）
＜丸枠内＞　前田大二朗さん（大口園）

　　
昭 40 年大口中卒業生から寄附

　大口中学校の昭和 40 年卒業生の代表 24
人が、10 月 21 日、大口中央中学校を訪れ「学
校のためにお使いください。」と寄附金を贈
呈しました。
　卒業生の皆さんは、桑鶴教頭から学校紹介
や生徒の活躍の様子を聞いた後、在学当時の
面影を探すように校舎の周囲を見て歩きまし
た。
　また皆さんは「いさ花募金」にもご寄附く
ださいました。ありがとうございます。

「消しましょう　その火その時
　その場所で」

　秋季全国火災予防運動（11月９日～15日）
の初日、市内の園児による幼年消防クラブが
防火セレモニーとパレードを行いました。
　大口ふれあいセンター前で開催されたセレ
モニーでは、紅洋保育園児の集団演技と大口
里保育園児の「防火の誓い」の宣誓がありま
した。その後、それぞれの園の “まとい” や
提灯を手に、およそ１km の道のりを「火の
用心」を呼び掛けながら元気よくパレードし
ました。
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　

認
知
症
は
他
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症

に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
人
が
理
解
す
る

こ
と
で
、
認
知
症
の
人
や
家
族
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
基
礎
（
症
状
や

治
療
、
予
防
な
ど
）
を
１
時
間
半
程
度

か
け
て
、
テ
キ
ス
ト
や
映
像
な
ど
を
使

っ
て
説
明
し
ま
す
。
受
講
者
に
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン

グ
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
認
知
症
に
つ

い
て
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
す
る
人
・
団
体
は
、
①

開
催
希
望
日
時
②
開
催
場
所
③
参
加
予

定
人
数
④
代
表
者
氏
名
・
連
絡
先
を
、

大
口
・
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
講
座
は
無

料
で
す
。

＊
事
前
打
合
せ
の
た
め
、
開
催
希
望
日

　

の
１
か
月
前
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
都
合
に
よ
り
、
希
望
日
に
開

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

年
末
年
始
の
「
特
別
警
戒
」

　

年
末
年
始
は
、
物
流
や
住
民
の
活
動

が
活
発
化
し
、
事
件
・
事
故
の
多
発
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

伊
佐
警
察
署
で
は
、
市
役
所
や
関
係

機
関
、
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と

連
携
・
協
働
し
て
、
事
件
・
事
故
の
発

生
を
抑
止
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
パ
ト
ロ
ー

ル
や
警
戒
活
動
等
を
強
化
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

12
月
10
日
（
土
）
～

平
成
29
年
１
月
10
日
（
火
）

活
動
重
点

○
犯
罪
の
未
然
防
止

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防

　

止
及
び
高
齢
者
の
安
全
対
策

○
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
、
飲
酒

　

運
転
の
根
絶
及
び
暴
走
族
取
締

　

り
○
雑
踏
事
故
の
防
止

○
テ
ロ
の
未
然
防
止
と
不
法
滞
在

　

者
対
策

実
施
予
定
の
主
な
取
組

○
銀
行
、
郵
便
局
等
の
金
融
機
関

　

や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等

　

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置
箇
所
等
へ
の
立

　

寄
り
警
戒
の
強
化

○
飲
食
店
街
等
に
お
け
る
犯
罪
や

　

暴
力
団
犯
罪
等
に
対
す
る
警
戒

　

の
強
化

○
声
掛
け
、
つ
き
ま
と
い
な
ど
性

　

的
犯
罪
に
つ
な
が
る
事
案
の
未

　

然
防
止
対
策
の
強
化

○
「
原
則
上
向
き
ラ
イ
ト
点
灯
の

　

推
進
」「
飲
酒
運
転
根

　

絶
に
向
け
た
広
報
啓
発

　

活
動
」
な
ど
交
通
死
亡

　

事
故
抑
止
に
向
け
た
対

　

策
の
強
化

○
暴
走
族
取
締
り
の
実
施

○
商
業
施
設
等
、
人
の
集

　

ま
る
場
所
に
お
け
る
警

　

戒
警
備
活
動

　

の
強
化

認
知
症
を
学
び
、

　

地
域
で
支
え
よ
う

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

12
月
の
対
象
活
動

○
結
核
検
診
、
健
康
相
談
、
元
気

　

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元

　

催
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
特
別
な
こ

と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声
を
か
け

る
な
ど
、
認
知
症
を
理
解
し
た
、
認
知

症
の
人
や
家
族
の
「
応
援
者
」
で
す
。

現
在
伊
佐
市
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
２
、６
４
０
人
い
ま
す
。

認
知
症
に
関
す
る
相
談
先

◎
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大

　

口
庁
舎
）　　
　
　

  

☎
㉓
２
３
７
７

◎
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
菱

　

刈
庁
舎
）　　
　
　

  

☎
㉖
１
３
０
７

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と

☎
㉒
０
０
０
２

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
す
ず
ら
ん
の
里

☎
㉓
０
１
５
５

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー

☎
㉖
２
２
５
８

　市民の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　

年
末
年
始
は
お
酒
を
飲
む
機

会
が
増
え
て
き
ま
す
。
飲
み
過

ぎ
に
は
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
が
、
今
回
は
妊
婦

や
授
乳
中
の
母
親
に
と
っ
て
の

お
酒
の
話
で
す
。

　

妊
婦
の
中
に
は
、
元
々
お
酒

を
飲
ま
な
い
人
や
妊
娠
が
わ
か

っ
て
お
酒
を
す
ぐ
に
や
め
ら
れ

る
人
、
反
対
に
な
か
な
か
や
め

ら
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
２
０
１
０
年
の
調
査

に
よ
る
と
、
日
本
の
妊
婦
の
飲

酒
率
は
８
・
７
％
で
し
た
。
日

本
人
の
飲
酒
率
は
男
性
が
8
割
、

女
性
が
6
割
と
、
男
性
が
高
い

で
す
が
、
20
代
前
半
と
な
る
と

男
性
8
割
に
対
し
、
女
性
9
割

と
、
女
性
の
方
が
高
い
と
い
う

結
果
が
出
て
い
ま
す
。
お
酒
を

お
い
し
く
楽
し
く
飲
め
る
の
は

良
い
こ
と
で
す
が
、
妊
娠
中
や

授
乳
中
の
飲
酒
は
赤
ち
ゃ
ん
の

発
育
に
影
響
し
ま
す
。
妊
娠
が

わ
か
り
お
酒
を
や
め
る
こ
と
が

ス
ト
レ
ス
に
な
る
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
お
酒

を
や
め
な
く
て
は
い
け
な
い
の

か
、
お
酒
の
害
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
む
と
、
摂
取
し
た

ア
ル
コ
ー
ル
が
血
中
に
含
ま
れ

ま
す
。
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
含

ん
だ
血
液
は
、
へ
そ
の
緒
を
介

し
て
胎
児
へ
と
送
り
届
け
ら
れ

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体
を
作
る

大
事
な
時
期
に
ア
ル
コ
ー
ル
が

入
る
こ
と
で
胎
児
の
発
育
（
脳

や
顔
な
ど
）
に
悪
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群

（
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
妊
娠
中

の
母
親
が
習
慣
的
に
ア
ル
コ
ー

ル
を
摂
取
し
続
け
る
こ
と
で
赤

ち
ゃ
ん
に
影
響
を
及
ぼ
す
先
天

性
疾
患
の
一
つ
で
、
生
ま
れ
て

く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
軽
度
か
ら
重

度
の
障
が
い
が
み
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
軽
度
か
ら
重
度

と
幅
が
あ
る
理
由
は
、
人
に
よ
っ
て
摂
取
量
の
安
全
基
準
値
が

異
な
る
こ
と
や
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
（
ど
れ
だ
け
の
量
、
ど
れ

だ
け
の
期
間
飲
み
続
け
た
か
）
の
違
い
に
よ
る
た
め
で
す
。
こ

の
胎
児
性
ア
ル
コ
ー
ル
症
候
群
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
は
お
酒
を
飲
ま
な

け
れ
ば
１
０
０
％
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
少
量
で
あ
れ
ば

大
丈
夫
」
と
い
う
の
は
全

て
の
妊
婦
に
当
て
は
ま
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
元
気

な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
む
た
め

に
も
飲
酒
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　

胎
児
の
形
成
は
、
ま
だ
母
親
が
妊
娠
し
た
こ
と
に
す
ら
気
づ

か
な
い
う
ち
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
て

く
る
ま
で
母
親
の
お
腹
の
中
で
日
々
成
長
し
続
け
て
い
る
こ
と

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
授
乳
中
の
母
親
の
飲
酒
も
赤
ち
ゃ
ん
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
母
乳
は
母
親
の
血
液
か
ら
で
き
て
い
る

た
め
、
飲
酒
後
の
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
へ
授
乳
す
る
と
、
赤
ち
ゃ

ん
も
同
時
に
お
酒
を
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
授
乳

期
間
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の
消
化
器
官
は
ま
だ
未
熟
で
ア
ル
コ
ー
ル

を
分
解
す
る
能
力
は
低
く
、
と
て
も
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
妊

娠
中
も
授
乳
期
間
中
も
飲
酒
は
や
め
て
、
母
親
も
赤
ち
ゃ
ん
も

健
康
的
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
や
子
育
て
中
は
不
安
や
悩
み
は
付
き
物
で
す
。
心
配

な
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
ど
も
課
こ

ど
も
健
康
係
へ
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

妊娠中や授乳中のお酒による
赤ちゃんへの影響
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南三陸だより
Vol. 56

　

　

レ シ ピ

しょうがの佃煮

〈作り方〉　
①しょうがは冷水で洗い、水分をきってスライ
　スにする。
②しいたけは水に戻し、しっかりと水気をきっ
　てスライスにする。
③沸騰した湯に①を入れ、再び沸騰したらしょ
　うがを取り出して水気をきる。
④厚手の鍋にＡを入れ、煮立ったら②と③を入
　れ、焦がさないように煮詰める。
⑤④の粗熱が取れたら、刻みかつお、白いりご
　まの順に入れ、混ぜ合わせる。

生
Vol.74

「ご飯にも焼酎にも相性抜群」

〈材　料〉
しょうが　　　１kg
干ししいたけ　100g
刻みかつお　　40g
白いりごま　　20g

ざらめ　400g
酢　　　40cc
醤油　　200cc
みりん　200cc

　

11
月
1
週
目
の
週
間
天
気
予

報
を
確
認
す
る
と
雪
マ
ー
ク
。

慌
て
て
冬
用
タ
イ
ヤ
に
交
換
す

る
な
ど
、
東
北
の
冬
の
準
備
を

し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
慣
れ
な
い
雪
道
運
転

で
滑
り
、
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
、
昨
年
学
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
冬
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

南
三
陸
町
で
は
今
年
か
ら
来

年
に
か
け
て
住
宅
再
建
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い

仮
設
住
宅
の
入
居
者
も
減
少
し

て
お
り
、
8
月
末
に
は
、
町
内

最
大
の
仮
設
住
宅
「
平
成
の
森

仮
設
住
宅
」
で
自
治
会
の
解
散

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
住

宅
は
多
い
時
で
２
１
８
戸
に

１
８
２
世
帯
５
７
０
人
が
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
中

に
ほ
と
ん
ど
の
入
居
者
が
転
居

す
る
見
込
み
で
、
自
治
会
は
来

年
3
月
ま
で
は
継
続
し
ま
す
が
、

あ
る
程
度
の
入
居
者
が
い
る
う

ち
に
と
８
月
に
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
着
実
に
復

興
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
未
だ

に
仮
設
住
宅
暮
ら
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
住
民
が
い
る
現

状
も
あ
り
ま
す
。
一
日
で
も
早

く
新
た
な
住
ま
い
に
移
転
で
き

る
よ
う
、
任
さ
れ
た
業
務
に
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
日
、
表
紙
が
田
園
風
景
の

広
報
い
さ
11
月
号
が
届
き
ま
し

た
。
宮
城
地
方
で
は
、
9
月
末

に
稲
刈
り
が
ほ
ぼ
終
わ
り
ま
す

が
、
干
し
方
が
違
い
ま
す
。
田

ん
ぼ
に
１
本
の
棒
を
さ
し
、
稲

を
交
互
に
積
み
重
ね
て
い
く

「
ほ
ん
に
ょ
」
と
い
う
干
し
方

が
主
流
で
す
。
み
の
む
し
の
よ

う
な
形
を
し
て
お
り
、
東
北
の

田
園
風
景
と
し
て
大
変
印
象
深

く
残
り
ま
し
た
。（
前
田
祐
太
）

し
ょ
う
が
佃
煮

Ａ

東北の掛け干し（ほんにょ）
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　オムライスになりたい
たまごのタマキは、まぼ
ろしのオムライスを出す
レストランにむかいまし
たが…。まめちしき、オ
ムライスの作り方も掲載。
おはなしを楽しみながら、
たべものがもっと好きに
なるシリーズ。

　北関東の小さな集落
で、家々の壁に描かれ
た子供の落書きのよう
な奇妙な絵。決して上
手ではないが、鮮やか
で力強い絵を描き続け
る寡黙な男に、ノンフ
ィクションライターは
取材を試みるが…。

オムライスのたまご　森絵都

（出版：講談社）

一  般

（出版：文藝春秋）

壁の男　貫井徳郎

【　児　童　】
うめちゃんとたらこちゃん もとしたいづみ
ふたりはバレリーナ バーバラ・マクリントック
ホイッパーウィル川の伝説 キャシー・アッペルト、アリスン・マギー

【　一　般　】
メビウス 1974 堂場瞬一
夜行 森見登美彦
慈雨 柚月裕子

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　12 月 6 日（火）4 か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者への絵本・チラシの配布
クリスマスおはなし会
日　時　12 月 17 日（土）10:30 ～ 11:30
場　所　大口ふれあいセンター 1 階
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ	
クリスマス映画会・おはなし会
日　時　12 月 23 日（金）10:00 ～ 11:00
場　所　菱刈ふるさといきがいセンター和室
内　容　映画ＤＶＤ上映、図書館ボランティア「おはなし
　　　　ミッケ！」による大型絵本や紙芝居の読み聞かせ

○

【12 月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

○
○

○
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伊佐市からのお知らせ

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
心
配
ご
と
、

悩
み
ご
と
の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
相

鹿
児
島
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

高
齢
者
等
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

平
成
29
年
度
の
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
高

齢
者
の
実
態
や
意
識
・
意
向
を
調
査
・
分
析

し
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
実

態
調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

①
在
宅
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
者

②
一
般
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

③
若
年
者

※
抽
出
調
査
で
す
。
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
施
期
間　

12
月
６
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

　

市
で
は
、
水
田
の
高
度
利
用
を
推
進
す
る

た
め
に
、
暗
渠
排
水
や
客
土
な
ど
の
乾
田
化

の
工
事
を
行
っ
て
米
・
飼
料
作
物
以
外
の
野

菜
な
ど
の
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
に
対
し
、

工
事
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

乾
田
化
の
工
事
に
補
助
を
行
い
ま
す

４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
を
!!

　

次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日　
　

程

▽
12
月
14
日
（
水
）
９
時
30
分
～
13
時

　

伊
佐
市
役
所
菱
刈
庁
舎

▽
12
月
20
日
（
火
）
９
時
30
分
～
13
時

　

伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

広告

お
知
ら
せ

調
査
方
法

対
象
者
①
…
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

対
象
者
②
③
…
地
区
の
民
生
委
員
が
調
査
に

伺
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
市
の
高
齢

者
福
祉
及
び
介
護
保
険
事
業
の
方
向
性
を
決

め
る
大
切
な
調
査
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
高
齢
福
祉
係
・
介
護
保
険
係　

☎
㉓
１
３
１
１

対
象
者

　

土
地
の
所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の
同
意
を

得
て
工
事
を
行
う
耕
作
者

補
助
条
件

　

補
助
を
受
け
て
乾
田
化
の
工
事
を
行
っ
た

農
地
に
お
い
て
２
年
以
上
、
米
・
飼
料
作
物

以
外
の
野
菜
な
ど
の
栽
培
を
行
う
こ
と
。

補
助
金
額

　

工
事
費
の
75
％
以
内
（
上
限
50
万
円
）

申
込
方
法　

申
込
書
等
の
関
係
書
類
を
提
出

　
　
　
　
　

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

平
成
29
年
3
月
31
日
（
金
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
耕
地
係
（
菱
刈
庁
舎
）☎

㉓
１
３
１
１

談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
談
内
容

　

法
律
、
生
活
・
福
祉
、
健
康
・
介
護
、
医

療
、
年
金
、
税
金
、
住
宅
、
福
祉
機
器
に
関

す
る
相
談

面
接
相
談

　

電
話
で
予
約
し
、
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
（
県
庁
向
い
側
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談

☎
０
１
２
０
・
１
６
５
２
７
０　

ま
た
は

☎
０
９
９
・
２
５
０
・
０
１
１
０

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
９
・
２
５
０
・
７
４
４
１

　

次
の
医
療
費
助
成
金
は
、12
月
16
日
（
金
）

ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
29
年
１
月
支
給
分

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
金

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
金

○
平
成
28
年
12
月
支
給
分

・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
金

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係
・
こ
ど
も
課
子
育

て
支
援
係　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

医
療
費
助
成
金　

12
月
の
申
請
締
切

日
の
お
知
ら
せ
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12
月
10
日
～
16
日
は
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

広告

　児童生徒の人権啓発標語の入選作品を紹介
します。人権や差別について正しい知識を持
ち、明るい伊佐市を築きましょう。

伝
え
よ
う　

魔
法
の
言
葉　

｢

あ
り
が
と
う｣  　
　
　
　
　
　
　
　

大
口
小
学
校　
　

６
年　

蓑
田　

匠

友
だ
ち
と　

心
を
つ
な
ご
う　

あ
っ
た
か
い　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
口
東
小
学
校　

６
年　

吉
加
江　

脩
斗

あ
い
さ
つ
は　

笑
顔
で
元
気
に　

返
そ
う
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
尾
小
学
校　
　

６
年　

池
田　

真
緒

決
め
つ
け
な
い　

心
の
か
べ
を　

こ
え
る
勇
気　
　
　
　
　
　
　
　

山
野
小
学
校　
　

６
年　

猩
　々

琳
太

助
け
よ
う　

手
を
さ
し
の
べ
て　

い
じ
め
な
し　
　
　
　
　
　
　
　

平
出
水
小
学
校　

５
年　

柿
木　

ほ
の
か

や
さ
し
い
言
葉
が　

え
顔
を
つ
く
る　

心
を
む
す
ぶ　
　
　
　
　
　

羽
月
小
学
校　
　

５
年　

木
下　

陽
斗

助
け
る
よ　

あ
な
た
の
た
め
に　

希
望
の
力　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
月
西
小
学
校　

５
年　

小
迫　

樹
里

い
じ
め
ら
れ　

心
の
海
は　

な
み
だ
で
い
っ
ぱ
い　
　
　
　
　
　
　

曽
木
小
学
校　
　

６
年　

北
鶴　

美
桜

言
っ
て
み
よ
う　

そ
の
一
言
で　

続
く
未
来　
　
　
　
　
　
　
　
　

針
持
小
学
校　
　

６
年　

有
村　

裕
那

大
丈
夫　

次
は
私
が　

助
け
る
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
城
小
学
校　
　

６
年　

藤
元　

香
帆

き
ず
つ
い
た
心
を　

な
お
す
薬　

そ
れ
は
あ
な
た
の
思
い
や
り　
　

南
永
小
学
校　
　

６
年　

西
川　

明
日
香

お
も
い
や
り　

世
界
中
に　

つ
な
が
る
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菱
刈
小
学
校　
　

６
年　

日
高　

亜
優
美

一
人
の
子　

さ
そ
っ
て
あ
げ
よ
う　

声
か
け
て　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
小
学
校　
　

６
年　

中
間　

風
璃

｢

あ
り
が
と
う｣　

言
葉
で
広
が
る　

心
の
輪　
　
　
　
　
　
　
　

湯
之
尾
小
学
校　

６
年　

丸
田　

陽

代
わ
り
な
し　

き
み
の
存
在　

一
人
だ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
口
中
央
中
学
校
３
年　

髙
見　

明
日
香

大
事
だ
よ　

思
い
や
る
気
持
ち　

あ
り
が
と
う
の
言
葉　
　
　
　
　

菱
刈
中
学
校　
　

２
年　

古
園　

海
斗

差
別
を
な
く
そ
う　

笑
顔
の
花
を　

咲
か
せ
よ
う　
　
　
　
　
　
　

大
口
明
光
学
園
中
学
校
１
年　

上
園
さ
く
ら

平成 28 年度人権啓発標語
12
月
の
伊
佐
自
然
体
験
活
動

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
と
正
月
飾
り
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

日　
　

時　

12
月
18
日
（
日
）
10
時
～
12
時

場　
　

所　

大
口
里
保
育
園
プ
レ
イ
ル
ー
ム

対
象
者　

未
就
学
児
～
中
学
生
と
そ
の
保

　
　
　
　
　

護
者

準
備
す
る
物　

は
さ
み

問
題
啓
発
週
間
」
で
す
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関

す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国

際
社
会
と
連
携
し
て
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止

を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問

題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対

す
る
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係

☎
㉓
１
３
１
１

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
12
月
12
日（
月
）

　

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク　

☎
０
８
０
・
２
７
８
２
・
１
１
３
９

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

虐待かもと思ったら 189 番へ

児童相談所全国共通ダイヤル

お近くの児童相談所につながります
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伊佐市からのお知らせ

募　
　

集

募
集
科
名　

電
気
設
備
科

応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
人

受
付
期
限　

平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）

試
験
日　

平
成
29
年
１
月
27
日
（
金
）

試
験
科
目

　

筆
記
試
験
（
総
合
問
題
）
及
び
面
接

試
験
会
場　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

合
格
発
表　

平
成
29
年
２
月
６
日
（
月
）

　

寄
宿
舎
を
完
備
し
て
お
り
、
遠
隔
地
か
ら

の
入
校
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
４
・
４
４
・
８
６
７
４

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
29
年
度
学
生
募
集

広告

か
ら
い
も
交
流
・
春

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

日
本
の
大
学
に
い
る
外
国
留
学
生
を
、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
し
て
受
け
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

受
入
期
間

　

平
成
29
年
３
月
12
日
（
日
）
～
26
日
（
日
）

申
込
期
限　

平
成
29
年
１
月
20
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流
霧
島
ブ
ロ
ッ
ク

☎
０
９
０
・
１
９
２
６
・
８
３
８
０
（
斉
藤
）

内　
　

容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
文
化

交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
な
ど

研
修
国

　

英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
・
フ
ィ
ジ
ー
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ネ
パ
ー

ル日　
　

程　

平
成
29
年
３
月
25
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
４
月
５
日
（
水
）

対　
　

象　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

参
加
費　

約
32
万
円
～
48
万
円

※
日
程
・
対
象
・
参
加
費
は
研
修
国
に
よ
り

　

異
な
り
ま
す
。

募
集
期
限　

２
月
３
日
（
金
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業

参
加
者
募
集

大
口
明
光
学
園

学
校
ク
リ
ス
マ
ス
＆
学
校
説
明
会

日　
　

時　

12
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

９
時
～
12
時
30
分

　

12
月
３
日
～
９
日
は「
障
害
者
週
間
」で
す
。

　

障
害
者
週
間
と
は
、
国
民
の
間
に
広
く
障

が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
や
経

済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に

積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
週
間
で
す
。
伊
佐
市
身
体
障
害

者
協
会
で
は
街
頭
で
の
広
報
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

障
害
者
週
間

対　
　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

場　
　

所　

大
口
明
光
学
園
講
堂

内　
　

容

○
ク
リ
ス
マ
ス
の
聖
劇
、
吹
奏
楽
演
奏
な
ど

○
学
校
説
明
会（
希
望
者
の
み
11
時
30
分
～
）

問
い
合
わ
せ
先

大
口
明
光
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

☎
㉒
０
６
０
９

平
成
29
年
伊
佐
市
「
成
人
式
」

期　
　

日　

平
成
29
年
１
月
３
日
（
火
）

時　
　

間　

13
時
～
（
12
時
受
付
開
始
）

場　
　

所　

伊
佐
市
文
化
会
館

対
象
者

　

平
成
８（
１
９
９
６
）

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
（
１
９
９
７
）
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
伊
佐
市
内
居
住
者
及
び
市

外
に
転
出
し
て
い
る
伊
佐
市
出
身
者

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係　

☎
㉖
１
５
５
４
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（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

有
薗　

果か
り
ん凛

（
剛
・
下
青
木
）

市
原　

美み
ら
ん蘭

（
悠
気
・
春
村
）

下
村　

真ま
お央

（
直
樹
・
鳥
巣
下
）

竹
内　

寧ね
ね音

（
堅
一
・
水
ノ
手
）

濵
田　

幸ゆ
き
ほ穂

（
博
隆
・
八
坂
町
）

福
永　

倖こ
う
だ
い大

（
誠
・
山
之
口
）

安
山　

実み
さ
き咲

（
寛
利
・
西
本
町
）

米
﨑　

穂ほ

の

か
乃
果
（
友
宏
・
井
手
原
）

　

【今月の表紙】

（
10
月
１
日
～
10
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

上
田　

キ
ミ
子　
　

95
（
下
目
丸
）

柿
川　

ス
ミ
子　
　

92
（
こ
と
ぶ
き
園
）

久
保
田　

ト
ヨ
子　

91
（
下
目
丸
）

小
森　

信
子　
　
　

87
（
中
戸
切
）

坂
口　

ト
ミ
エ　
　

87
（
牛
尾
）

島
田　

盛
夫　
　
　

76
（
下
青
木
）

末
𠮷　

杏
子　
　
　

79
（
高
校
西
）

瀨
之
口　

ハ
ツ
子　

83
（
一
の
山
）

中
馬　

久
美　
　
　

86
（
木
ノ
氏
）

鳥
飼　

サ
エ
子　
　

91
（
上
新
町
）

福
元　

キ
ミ
ヱ　
　

91
（
永
尾
）

山
野
地
区

　

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
11 月活動

○平出水小学校（写真）　〇湯之尾小学校

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

内
山　

和
子　
　
　

89
（
本
町
）

下
塩　

洋
一　
　
　

67
（
石
井
）

下
村　

サ
サ
ヱ　
　

90
（
春
村
）

成
影　

勝　
　
　
　

78
（
尾
之
上
）

羽
月
地
区

有
留　

文
子　
　
　

78
（
日
ノ
出
）

大
丸　

ツ
ル　
　
　

87
（
羽
山
）

久
保　

ト
シ
子　
　

93
（
大
島
南
）

白
坂　

一
豊　
　
　

74
（
川
岩
瀬
）

田
畑　

純
隆　
　
　

79
（
金
波
田
）

宮
ノ
原　

深
雪　
　

90
（
宮
人
）

山
之
口　

ツ
ユ　
　

95
（
包
ノ
原
）

西
太
良
地
区

川
添　

イ
ワ
ノ　
　

93
（
後
村
）

古
城　

佳
子　
　
　

84
（
門
前
）

土
瀬
戸　

フ
ジ　
　

91
（
土
瀬
戸
）

菱
刈
地
区

井
手
口　

畩
吉　
　

88
（
五
色
）

伊
伏　

睦
夫　
　
　

80
（
下
手
仲
間
）

緒
方　

利
光　
　
　

92
（
重
留
西
）

川
原　

義
広　
　
　

48
（
停
車
場
）

末
永　

榮　
　
　
　

93
（
啓
明
園
）

出
口　

ス
エ
ノ　
　

90
（
前
目
麓
）

馬
場　

多
喜　
　
　

99
（
下
市
山
）

藤
山　

よ
し
え　
　

68
（
徳
辺
下
）

松
﨑　

正
則　
　
　

93
（
前
目
麓
）

松
田　

信
英　
　
　

78
（
停
車
場
）

本
城
地
区

荒
武　

ス
エ
ノ　
　

90
（
荒
瀬
）

倉
野　

耐
夫　
　
　

89
（
町
舟
津
田
上
）

田
淵　

長
人　
　
　

67
（
青
木
元
）

　11 月 12・13 日、菱刈
農村公園で「2016 伊佐ふ
るさとまつり」が開催され
ました。両日とも天候に恵
まれ、多くの来場者で賑わ
いました。
　恒例の地元産野菜や新米、
加工品の販売や砂金すくい、

そば打ち体験などのほか、サイコロを振って出た目の分だ
け伊佐米がもらえるゲームや子ども達に人気のミニＳＬと
いった新しい目玉も登場しました。
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広
報
い
さ

　
Ｎ

ｏ
.193　

2016.12.01
■

発
行

／
伊

佐
市

役
所

　
〒

895-2511　
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

　
　

　
　

　
　

　
　

         Tel 0995-23-1311　
Fax 0995-22-5344

　
　

　
　

　
http://w

w
w

.city.isa.kagoshim
a.jp/  　

　
info@

city.isa.lg.jp
■

編
集

／
伊

佐
PR

課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

編
集
後
記

人口のうごき

H28.11. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

秋
は
市
内
各
地
で
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
が
多
い
時
期
で
す
。
取
材
し
た

も
の
の
広
報
紙
に
掲
載
で
き
な
か
っ
た
話
題
も

い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
一
つ
、
伊

佐
農
林
高
校
の「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
講
座
」。

生
活
情
報
科
生
活
コ
ー
ス
の
３
年
生
は
ウ
エ

デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
、
２
年
生
は
浴
衣

を
制
作
し
、
自
ら
着
て
ラ
ン
ウ
ェ
イ
（
花
道
）

を
歩
き
ま
す
。
一
針
一
針
縫
っ
た
衣
装
を
よ
り

素
敵
に
見
せ
る
た
め
、
初
め
て
開
催
し
た
講
座

で
し
た
。

講
師
の
樹
山
か
よ
さ
ん
は
、
格
好
良
く
見
え

る
歩
き
方
の
コ
ツ
や
決
め
ポ
ー
ズ
な
ど
の
「
魅

せ
方
」
を
伝
授
。
生
徒
た
ち
は
全
身
で
意
識
し

な
が
ら
何
度
も
教
室
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、

講
座
が
終
わ
る
頃
に
は
様
に
な
っ
た
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

同
校
の
文
化
祭
で
恒
例
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
。
本
番
で
は
た
く
さ
ん
の
ラ
イ
ト
を
浴
び
、

モ
デ
ル
＆
デ
ザ
イ
ナ
ー
気
分
を
味
わ
っ
た
生
徒

た
ち
。
青
春
の
素
敵
な
思
い
出
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総人口　27,164 人　  （－       31）
　男　　12,625 人　  （－          ７）
　女　　14,539 人　  （－       24）
世帯数　13,752 世帯  （－       12）
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和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプ
　レゼントが当たります。
　当選者にはご連絡させて
　いただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

こ
こ
１
年
ほ
ど
体
調
を
崩
し
て
病
院
へ
行
く
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
病
院
へ
行
く
と
看
護
師

さ
ん
の
仕
事
ぶ
り
に
感
心
し
ま
す
。
て
き
ぱ
き
と

働
き
、
何
よ
り
明
る
く
笑
顔
で
対
応
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
そ
の
笑
顔
が
私
た
ち
患
者
に
と
っ
て
は

何
よ
り
の
薬
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
笑
顔
の
薬
を

ふ
り
ま
い
て
く
だ
さ
い
。

（
本
城　

く
ろ
べ
え　

60
代
）

落
ち
葉
、
風
に
舞
う
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
去

る
10
月
29
日
に
昭
和
屋
台
村
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

主
人
と
行
っ
て
み
よ
う
か
と
話
し
て
い
て
、
時
間

は
少
し
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
市
民

の
方
々
…
と
て
も
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

屋
台
の
食
事
も
本
当
に
美
味
し
く
頂
き
、
主
人

と
「
美
味
し
か
っ
た
ね
ー
」
な
ん
て
言
っ
て
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、
若
い
頃
、
職
場
が
一
緒
だ
っ
た

方
と
偶
然
に
お
会
い
し
、
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
今
で
も
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
て
感
謝
す

る
こ
と
で
し
た
。（
山
野　

ゆ
き
ち
ゃ
ん　

40
代
）

１
月
号
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

金箔入り焼酎セット
（大口酒造㈱提供）

　南九州３県の小学生バレー
合宿。震災で４月の試合に参
加できなかった熊本の子ども
たちとピザ交流しました。
（ISA スプリングボクス VC）

　高齢者のグループホーム鈴
蘭の利用者が植えたサツマイ
モを、羽月保育園とルピナス
の園児が収穫しました。

（社会福祉法人大一会）


